
※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

〇

下旬

〇

ﾃﾞｨｽﾊﾞｯﾄﾞ

上旬

愛知・静岡
輸入

愛知産中心の入荷。気温の上昇と共に品種に
よって色抜けが目立つようになってくる。
昨年は7月より出荷開始となった秋田産が、本
年は6月下旬より出荷開始を予定している。

〇

中旬

愛知・栃木
外国

愛知、栃木中心に上位等級主体の入荷となる。
又、上旬から栃木県那須野産、中旬から岩手
産の出荷が始まり、高冷地産の数量は増加し
ていく見込み。
愛知、栃木、静岡産では夏系品種も出始め、
徐々に秋系品種から夏系品種へと移行し始め
る。
輸入品に関してはｺﾛﾅｳｲﾙｽ次第だが、4月、5
月同様少ない見込み。

〇

中旬

〇

下旬

○

下旬

○

SPﾏﾑ

上旬

〇

黄・赤菊

上旬

愛知・静岡
茨城・長野

通年出荷産地はほぼ夏菊に切り替わる。
高冷地産については、6月中旬頃からの出荷と
なる見込み。今の所生育は順調だが、赤菊の
出荷が若干早めとなる。

○

中旬

愛知・福岡

愛知産については、5月一杯で夏菊に予対は切
り替わり、上位等級中心の入荷となる見込み。
長野産については、今の所は昨年並みの生育
の為、6月中旬頃からの出荷となる見通し。

○

中旬

○

下旬

○

下旬

○

白菊

上旬

○

小菊

上旬

茨城・静岡
埼玉・福島

沖縄

茨城県産は、路地物の出荷も始まり数量は安
定するが、低温の影響もあり下位等級の比率
が上がる。
静岡県、埼玉県産は、6月の上旬頃に数量は纏
まる見込み。
沖縄県産に関しては、夏小菊中心の出荷とな
る。

○

中旬
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※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

中旬

○

輸入 南米産は売れ行きにより数量減となる。
下旬

○

ｶｰﾈｰｼｮﾝ

上旬

国産
暖地が出荷終盤で、今期終了となる。
高冷地が暖冬の影響により、例年より1週間早
い出荷となる見込み。

　○

外国

引き続き、ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で便の欠航等あり、
ｹﾆｱ産（「ｷｬﾝﾃﾞｨﾌﾚｱ」等）は出荷厳しく、ｴﾁｵﾋﾟｱ
産（“ｺｺ”ｼﾘｰｽﾞ）も不安定な出荷が続く見込み。
国産は、早い産地だと6月末から始まる見通し。

△

中旬

△

下旬

〇

下旬

〇

ﾋﾍﾟﾘｶﾑ

上旬

△

ｱｼﾞｻｲ

上旬

千葉
東京・外国

大島産のｱｼﾞｻｲが6月初旬頃から、埼玉県産が
中旬以降ﾋﾟｰｸを迎える見込み。各産地、多少
の遅れはあるものの、例年並みを見込んでい
る。
千葉県産も『青木園芸』中心に、6月頃から少し
ずつ増えてくる予定。
外国産は、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ産が終わり、ｵﾗﾝﾀﾞ産へ
と切り替わる。ｺﾛﾝﾋﾞｱ産はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響に
より、販売状況が著しく厳しく、4月後半から5月
の出荷を見合わせていた商社も、6月から少し
ずつ増えてくる見通し。

〇

中旬

群馬・埼玉
東京・愛媛

和歌山

群馬産のﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰが5月22日から始まり、6月
中は潤沢な出荷を見込んでいる。
愛媛、和歌山のｽﾓｰｸﾂﾘｰが6月初旬～中旬に
ﾋﾟｰｸを迎え、出荷纏まる見込み。
ﾘｮｳﾌﾞや房ｽｸﾞﾘが埼玉産中心に6月初旬から纏
まる見通し。
※各産地、ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響による販売状況
を、かなり気にされている様子が窺える。

〇

中旬

〇

下旬

枝物

上旬

〇
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品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

△

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

△

中旬

△

下旬

国産 沖縄方面は「Jﾊﾜｲ」主体に増加傾向となる。

△

ﾗﾝﾙｲ

上旬

輸入

全体的に5月並の入荷推移。ﾀｲ方面は「ｶﾘﾌﾟ
ｿ」、ﾓｶﾗのｵﾚﾝｼﾞ・ｲｴﾛｰ・ﾌﾞﾙｰ中心に安定した
入荷。
台湾産はﾊﾞﾝﾀﾞの出荷継続。

○

中旬

△

△

輸入
台湾方面は量産期を迎えるが、便数の関係か
ら販売単価次第では不安定となる可能性有り。

△

ﾃﾞﾝﾌｧﾚ

上旬

輸入
ﾀｲ方面は天候不順の影響により出荷量は減
少、例年並みの入荷。「ｱﾝﾅ」系は極端に少な
い。

ｵﾝｼｼﾞｭｰﾑ

上旬

国産 “ﾊﾆｰ”系中心に増加へ向かう。
○

中旬

昨年の暖冬の影響で例年より出荷が早まって
おり、上旬に纏まる可能性はあるが、中旬以降
減少する見込み。西南暖地同様、下位等級の
出荷など抑制する可能性がある。

下旬

△ 輸入 ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響でほぼ出荷無し

ﾊﾞﾗ

上旬

西南暖地

ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響大きく、生産地にて出荷を抑
制する動きが加速すると思われる。ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ品
種などは早めに植え替えなどを行い、秋のﾌﾞﾗｲ
ﾀﾞﾙに期待する生産者多数。

○

△
高冷地

下旬

下旬

中旬
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品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

○

岐阜・長野

岐阜はｵﾗﾝﾀﾞ産球根中心に、上旬から3産地出
揃い、纏まった入荷となる見込み。品種構成も
ﾊﾞﾗｴﾃｨに富んだ構成となる見込み。
長野は上旬頃からｵﾗﾝﾀﾞ球の品種より出荷始ま
り、中旬頃から新ﾃｯﾎﾟｳの入荷が見込まれる。

下旬

○

鉄砲ﾕﾘ

上旬

千葉
上位等級から下位等級まで出荷あるものの、
数量的には非常に少ない状況となる見込み。

○

中旬

△

輸入
引き続き航空運賃の上昇、ｽﾍﾟｰｽ確保の問題
等あり、出荷国によりまちまちな状況となる。

下旬

△

ﾊﾓﾉ

上旬

国産

八丈島産はﾙｽｶｽとﾛﾍﾞが減少。ﾚｻﾞｰﾌｧﾝは出
荷増となる。
沖縄はｱﾚｶﾔｼ、ﾓﾝｽ、ﾄﾞﾗｾﾅ類中心の入荷。
千葉はﾊﾗﾝ、ｿﾃﾂが減少となる

△

中旬

昨年から台湾方面は作付け減少。ｺﾛﾅ関連の
輸送問題も重なり、出回り量は例年より少ない
見込み。

△

中旬

△

国産 千葉方面、福島方面より安定入荷の見込み。

ｱﾝｽﾘｭｰﾑ

上旬

輸入

下旬

△
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品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

〇

下旬

〇

ｸﾞﾗｼﾞｵﾗｽ

上旬

茨城・大阪
長野

鹿児島

上旬にて鹿児島からの出荷は終了となる。徐々
に茨城からの出荷が増え、長野、大阪も下旬に
かけて出荷増。
品種において、上旬は白・ﾋﾟﾝｸが中心となり、
下旬にかけて紫・緑・複色等ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝも増えて
くる。

〇

中旬

○

群馬
黄色・ｵﾚﾝｼﾞを中心に、ﾋﾟﾝｸ系の作付も有。2Lｸ
ﾗｽを中心に、Lｸﾗｽまで入荷が見込まれる。

下旬

○

ｱｼﾞｱﾝﾃｨｯｸ
LA

上旬

埼玉

深谷中心に、黄色・ｵﾚﾝｼﾞ・白・ﾋﾟﾝｸ系の入荷見
込み有。中旬に向けて数量増加してくる見込
み。また上旬はｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ品種に加え、ｽﾍﾟｼｬﾙ
品種と称し、複色系や無花粉品種などの入荷も
ある。

○

中旬

庄内地区より「ｼﾍﾞﾘｱ」「ｼｪｲﾗ」「ｺﾝﾊﾟﾆｵﾝ」など
中心に、入荷増加傾向にあり。
山形市内に関しては「ｼﾍﾞﾘｱ」中心の入荷となる
見込み。

下旬

○ 新潟

下越地区より「ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ」に加え、白系・ﾋﾟﾝｸ系
の入荷見込み。ｵﾗﾝﾀﾞ産球根に加え、国産球根
を使用したﾎﾞﾘｭｰﾑある状態の良い物の入荷が
増えてくる。
中越地区からは「ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ」中心に施設物の色
物が、徐々に出荷数量増えてくる見通し。中越
地区の「ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ」は球根から自家養成に努め
ている。

ｵﾘｴﾝﾀﾙ

上旬

高知
土佐地区より「ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ」中心の入荷見込み。
春野地区など色物は上旬で出荷終了となる見
通し。

○

○
山形

中旬
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○

北海道

函館地区は、輸送が難しい状況となり（ｴｱｰ便
出荷出来ず）、ﾄﾗｯｸ輸送の開始する6月中旬か
らを予定している。
他産地は、少量出荷が続く。

下旬

○

ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ

上旬

愛知・長野
山形

愛知、長野は改植に入ってる品種もあり、品種
数は減少していく。愛知はｵﾚﾝｼﾞ・紫・赤の出荷
が大半になる。
山形は品質も良く、黄色・ﾋﾟﾝｸ・白中心に出荷
量は安定する。

○

中旬

○

千葉
中下旬頃に数量が纏まってくる見通し。
ﾌﾞﾙｰ系が先行し、遅れて白系の出荷になる。

下旬

○

ｱｶﾞﾊﾟﾝｻｽ

上旬

静岡
生産量は減少している。
ﾊｳｽ物は中旬頃に纏まり、露地物は下旬頃か
ら100本入りでの出荷を予定。

△

中旬

露地作型のｷﾞｶﾞﾝ中心に月初から徐々に増加。
中旬頃まで安定した出荷となり、下旬は少量出
荷となる。

○

中旬

○

北海道・新
潟

「ﾌﾞﾙｰﾊﾟﾌｭｰﾑ」が月初から徐々に増加。新潟か
ら始まり、下旬は北海道中心となる。

ｱﾘｱﾑ

上旬

岩手・長野

下旬

△

中旬

○

山形・熊本

山形は畑地性の色物中心に、下旬に向け増
加。
熊本はｸﾞﾘｰﾝ品種中心に、大きな増減なく出荷
予定。○

ｶﾗｰ

上旬

下旬

品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

千葉・福島
千葉は、湿地性は概ね出荷終了。
福島は、下旬に向け畑地性が増加する。

○
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主産地 産地状況コメント

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

ｽﾀｰﾁｽ

上旬

長野・群馬
各産地出荷最盛期に入っていき、数量増加の
入荷となり、上位等級が中心の荷姿となる。

〇

中旬

〇

和歌山
出荷終盤に向かい、数量減少傾向。下位等級
が多くなっていく。

下旬

〇

HBﾁｰｽ

上旬

〇

中旬

○

下旬

○

北海道〇

下旬

ｴﾚﾑﾙｽ

上旬

長野・岩手
新潟

長野は昨年同様で出回りは少ない状況。
中旬頃に長野県産の露地物の出荷が終わり、
中下旬頃から岩手、新潟より黄色・ｵﾚﾝｼﾞ中心
に出荷を予定。

○

中旬

〇

愛知
黄色・ｵﾚﾝｼﾞの小輪、中輪を中心として、少量な
がらあり。

下旬

〇

ｸﾞﾛﾘｵｻ

上旬

高知
引き続き「ｻｻﾞﾝｳｨﾝﾄﾞ」中心の出荷となり、黄色・
ｵﾚﾝｼﾞ・複色系は多くはないが出荷は続く。

〇

中旬

5月下旬から、週を追う毎に日量5,000本程増加
してくる見込み。6月上旬までは大きな増加予定
はないが、中旬からは数量増加が続き、下旬ま
で順調な出荷となる見込み。

●

ｶﾞｰﾍﾞﾗ

上旬

静岡
改植が進み、数量は5月の横這いからやや少な
めで推移。

△

福岡
改植は他県同様進むが、生産量は大きく減って
おり、昨年同様少ない数量で推移。△

中旬

△ 宮城
改植は進むが、数量は静岡と比べ月末にかけ
て徐々に増加傾向となる。

下旬

品目品種 出荷ウエイト予測
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品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

※出荷ウエイト予測・・・昨年対比率（％）における上・中・下旬の出荷ウエイト予測。　◎非常に多い、●多い、○中間値、△少ない、▲非常に少ない

ﾃﾞﾙﾌｨﾆｭｰﾑ

上旬

愛知
ｼﾈﾝｼｽ系青・水色系中心に出荷があり、6月
いっぱいの出荷となる。下位等級がﾒｲﾝとなる。

〇

中旬

北海道
6月から数量が徐々に増加してくる見込み。下
旬に各産地で数量が纏まる予定。

下旬

長野
6月から数量増加の見通し。天候にもよるが、
通常の状況であれば、6月23日～25日で数量
が纏まる見込み。

〇

ﾌﾞﾊﾞﾘｱ

上旬

福岡
東京（大島）

福岡は作付け減っており、やや少なめで推移。
熊本、大島は上旬より増加傾向で安定した出
荷となる。

○

中旬

○

下旬

○

〇

ｼｬｸﾔｸ

上旬

長野

5月下旬に路地物の最大ﾋﾟｰｸを迎える予定。
当初は出遅れる話も出ていたが、例年通りの出
荷を予定してる。6月に入りだらだらと出荷とな
るが、一気に出荷量は減少していく。

〇

中旬

北海道
新潟

北海道は6月中旬に出荷が纏まってくる見込
み。
新潟に関しては例年より早い出荷となる見通し
で、5月下旬から数量が増加してくる予定。

下旬

〇

静岡
2番花のﾋﾟｰｸが1～2週目となる予定。各色まと
まった入荷を見込む。

中旬

ﾘｼｱﾝｻｽ

上旬

下旬

〇

茨城

共撰は、6月に入り中下旬に向けて数量増加。
品種も増え本格出荷となる。
個選は、作付けがなく7月下旬辺りからとなる予
定。

○

○

長野
6月上旬から出荷が始まるが、一部のみとなり
品種も限定される。本格的には下旬からの出荷
となる。

○
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○
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群馬
ｾﾀﾞﾑの定植はやや遅れてる為中旬以降にﾋﾟｰｸ
となる。
ｱﾙｹﾐﾗ、ｱｽﾄﾗﾝﾃｨｱなどは安定した出荷となる。

○

中旬

○

他県

紅花は千葉中心から東北方面へと切り替わる。
北海道のｱﾙｹﾐﾗ類も各産地ｽﾀｰﾄ。
利休草やｾﾞﾗﾆｳﾑといったｸﾞﾘｰﾝ系花材は、安
定した入荷となる。

△

下旬

△

ｿﾉﾀﾉｸｻﾊﾞﾅ

上旬

下旬

ｸﾚﾏﾁｽ

上旬

岡山・長野

岡山は輸送が困難で通常出荷は今の所できな
い見込み。
長野はやや出荷ｳｪｲﾄは高まっており、ﾍﾞﾙ咲中
心に昨年並の出荷となる。露地の作で上旬数
量が纏まる品種も一部あり。

△

中旬

○

鹿児島 島物中心に安定した出荷が見込まれる。下旬

△

品目品種 出荷ウエイト予測 主産地 産地状況コメント

ｶｽﾐｿｳ

上旬

福島
北海道

福島は5月末からの出荷開始となり、例年並
み。
北海道は若干作付け増となり、輸送整い次第、
数量が増加する。

○

中旬

熊本
和歌山

熊本は、上中位等級中心に中旬辺りまでとな
り、下旬は終盤となる。
和歌山は、中旬から下位等級中心となり、下旬
には減少傾向となる。

下旬

○

ﾈｲﾃｨﾌﾞﾌﾗﾜｰ

上旬

輸入

下旬

△

○

現地はﾄｯﾌﾟｼｰｽﾞﾝに入り潤沢な品揃えだが、
各商社航空運賃の大幅な値上げに耐えられ
ず、
またｽﾍﾟｰｽ確保が困難な為、少量の入荷とな
る。

△

中旬

△

国産
上旬～中旬に静岡のｶﾝｶﾞﾙｰﾎﾟｰが最盛期に入
る。

ｿﾘﾀﾞｺﾞ

上旬

長野
上旬から出荷始まるが、ﾋﾟﾝﾁするﾀｲﾐﾝｸﾞをずら
している為、例年下旬に迎える大きなﾋﾟｰｸは緩
やかになる見込み。

○

中旬
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○

長野
農協出荷、個人出荷とも生育順調な為、安定的
な出荷となる見込み。

下旬

○

ﾌﾞﾙｰｽﾀｰ

上旬

高知
ﾌﾞﾙｰ系は色のりを考慮し、秀品規格から無印
規格のみの出荷へと変更になる。
白は安定出荷が続く見込み。

○

中旬

本年は早くから数量が纏まる出荷状況が見込
まれる。
北海道の一部産地で関西方面へのｴｱｰ配送が
出来ない為、関東での出荷が増える見込み。
輸送以外では大きな問題は無い為、これから
の天候に左右されるが、順調な出荷となる見込
み。

〇

中旬

〇

千葉
台風の影響から出荷量は例年より少なくなる見
込みだが、八重系品種などﾊﾞﾗｴﾃｨｰ豊富に今
後品種が増えて来る見込み。

ﾋﾏﾜﾘ

上旬

北海道

下旬

〇
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